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映像を、スライドにある段階に分け、検証しました。

ステップ１：来店時。被験者の持ち服を表示したタブレットを店員に開示、情報を共
有する
ステップ２：接客時。被験者の好みに合った商品を、店員に紹介してもらう
ステップ３：試着時。気に入った商品を絞り、必要であれば試着をする

ステップ４：購入時。購入が決まった、または購入を想定した商品の情報（色、柄、持
ち服と合わせたコーディネートetc）をアプリに登録する

上記、４つの各々の映像の会話に出てくる単語を集めました。

それらの単語に分類分けを行い、出現頻度から会話の雰囲気を推定、
再度元のビデオ映像や音声と照らし合わせました。
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実際に行った実験の流れはこのようになっています。

上記、約1時間の実験シナリオを作成、店員さんとお客さんに説明し、このステップ
でショッピングをしてもらいました。
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結果１

このグラフは、ステップ２、即ち商品を説明する接客ステップで出てきた単語の出現
頻度を表しています。

接客中の言葉として、

店員さんとお客さんでは圧倒的に店員さんが発した言葉の量の方が多かったので
すが
会話の内容で見ると、それぞれに話しているパーセンテージはほぼ同じものでした。

つまり、買い物の際に、店員さんが伝えようとしていた内容は視覚障害者から同程
度の反応が返ってきており、

店員さんは多くの言葉を使って、わかりやすく説明を試みてくれていたことが分かり
ました。

また、色についての説明が多いのは当然として、アイテム名や洋服の形状・手ざわ
りについての会話の割合も高く、
視覚に障害を持つ方には分かりづらい点を中心に説明して頂きました。
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結果２
このグラフは、結果１と同じくステップ２で使用された言葉について示していますが、
今回はパーセンテージではなく、『言葉の頻出度』を数で示した、折れ線グラフです。
全18回あった全ての実験の合計数で表示しており、店員さんからは1740単語、
被験者の方からは488単語が発せられました。やはり、接客をおこなう店員さんの言
葉が圧倒的に多いです。
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この結果で注目したいのが、『色』について発せられた言葉です。
この色についての発言には、店員さん332回話しているのに比べ、お客さんからは
69回、わずか50回と少ししか出ていません。
色の発言数についての開きは、この後ご紹介します。

この、約5倍異なる色についての発言において、発言された内容を詳しく見てみると、
被験者の方から発された『色名』は、14色。店員さんからは、『40色』もの色名が発せ
られていました。
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上位3位までは、白・黒・グレーの三色で、
これは、被験者・店員さん、ともによく使っている言葉でした。
このあとに被験者が発した言葉としては、
４、ベージュ
５、紺
７、ピンク
８、赤
９、紫
１０、アイボリー
１１、クリーム色
１２、生成り
１３、薄めの色
１４、明るい色
という単語でした。
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これに比べて、店員さんだけが発した言葉を見てみますと、
グリーン、
モスグリーン、
キャメル、など、
その種類の多さに圧倒されると同時に、店員さんはその豊富な知識から、
具体的な色の名前で、呼ぶ傾向にあることが分かります。

このあたりが、見えない・見えにくい人には、わかりにくく、色のイメージを持ちにくい
ことにつながるのではないかと思われました。
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が、しかし、ビデオを見直してみると、店員さんの豊富な色表現に追い付いて
いた方がいらっしゃいました。その方はもともとファッションには興味があり、
今回の実験においてもショッピング（店員さんとの会話）を楽しんで
おられました。実際にお買い上げも頂きました。

一方、店員さんからファッションについて多くのことを教えてもらいました、
というアンケート結果もありました。

ファッション分野の知識を高めることによって、一層興味を持って頂けることが
分かりました。単純な言葉で説明するだけではなく、互いに新しい発見が
あるような接客が効果があることが分かりました。

ファッション分野の知識を高められるように、アプリを改良していきたいと思っていま
す。
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今後ですが、
まずは商品化に向け、
半年後には、試しに使って頂ける形として、iPhone版の作成を目指しています。

iPhoneではICタグが使えないのですが、ひとまず洋服の情報をアプリに登録し、

必要な時に音声で聞いてもらえる、写真付きで、店員さんに見せられるものを目指し
ています。
また、実際に集まり、顔を合わせておしゃれの情報なども交換していけるような、
コミュニティー（交流の場）を構築していきたいと思います。

弊社では、ご自身の衣服データを登録して、ユーザアプリを使ってみようという方を
募集しております。
興味がありましたら、「お問い合わせ」よりご連絡下さいませ。
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